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1.  はじめに

レーザクリーニング技術はレーザ光を用いた非

接触のクリーニング方法であり、レーザ発振器開

発で世界をリードしているドイツで開発された。

近年、高品質の集光特性を持つファイバーレーザ

が熱源として採用され、環境規制の厳しいドイツ

では航空・自動車分野を中心に適用が進んでいる

洗浄・表面処理技術である。一方、日本においては、

同技術のリーディングカンパニーであるヨーロッ

パ企業の製品を代理店が中心となって販売してい

ること、対抗する国内の先行開発企業の幅広い製

品への適用に対する需要喚起が十分でないことか

ら、この技術の先進性、適用性への理解が進んで

いない。

このような背景に注目するとともに、これまで

の各種レーザ加工システムの開発により蓄積した

制御・システム化技術を活かし、レーザクリーニ

ング装置「レーザクリア 20」を開発した。本稿で

は、レーザクリーニング技術の概略と、新製品

「レーザクリア 20」を紹介する。

2.  レーザクリーニング技術の特徴

このレーザクリーニング技術は、図 1に示すよ

うに、レーザ蒸散により表面層が除去される現象

を原理としている（1）。レーザを照射することによ

り、表面層に、特定のエネルギー密度以上を与え

た場合、表面層の物質が蒸散し除去される。特に、

このエネルギー密度が、母材を蒸散させるエネル

ギー密度より低い場合（適正条件時）、母材を損

傷させずに表面層のみを除去させることが可能と

なる。

このようなレーザクリーニング技術は、薬液や

サンドブラスト等を使用した従来の洗浄方法と比

較して以下の特徴を持つ。

（1）光エネルギーのみを使用するため、従来使

用していた水・薬剤・ブラスト材などを必要とし

ないことからドライ環境で実施できる上に、廃棄

物量の大幅な削減が可能でありランニングコスト

の低下効果が見込める。
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図 1　レーザクリーニング技術の原理
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（2）母材にダメージを与えない非接触洗浄が可

能であり、対象材料によっては金属母材の損傷な

しに表面層の除去が可能である。

（3）高精度コントロール・表面層の一部の除去

が可能であり、従来のマスキング方式と比較して

マスクの製造・取付・洗浄工程の廃止により、生

産性向上、コストダウンが可能である。

（4）溶接工程など他工程で使用するロボットに

よる一括処理・インラインプロセス処理が容易で、

前処理工程が大幅に短縮可能である。

3.  「レーザクリア 20」の紹介

新規に開発したレーザクリーニング装置「レー

ザクリア 20」は、平均 20Wのファイバーレーザ

を発振器に用い、レーザ光を 100mm（*現行レン

ズの場合）の範囲へスキャニングすることによる

レーザクリーニング装置である。本製品の主な仕

様を表 1に、本装置と照射ヘッドの外観を図 2に

示す。

すでに、本装置を用いて、図 3に示すようなア

ルミニウム酸化皮膜の除去をはじめ、鉄鋼材料の

 　　　　　（a）装置全体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）照射ヘッド　　　　　　　　　　

図 2　「レーザクリア 20」装置と照射ヘッドの外観

表 1　「レーザクリア 20」の主な仕様
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錆や塗装面の除去、溶接後の酸化皮膜の除去など

各種試験を実施した。現在、客先のデモにより、

レーザクリーニング技術の優位性についてご理解

を得るとともに、多数の有意義なご意見をいただ

いている。今後、「レーザクリア 20」は、以下の

分野・目的へ広く適用されることを目指し、各種、

試験・デモを実施中である。

（1）塗装、めっき層の除去

（2）溶接前の油膜・酸化膜・表面層除去による

溶接品質向上

（3）溶接後のビード外観のクリーニング処理

（4）金型・金属製品の錆取り

（5）除染技術

4.  おわりに

この「レーザクリア 20」は、2014年 4月 23日

～ 26日にかけて東京ビッグサイトで開催された

国際ウエルディングショーにおいて新製品として

発表した。今後は、お客様から要望が高かった装

置のポータブル化、照射ヘッドの軽量化、レーザ

の高出力化を行うとともに製品分野のターゲット

を絞りさらなる開発を進めていく予定である。

また、これまで培ってきたレーザ加工技術を、

多岐にわたる適用部材に適した製品として活用し

ていただける洗浄技術の提供に役立てるととも

に、各種溶接現象を高速度カメラにより撮影・評

価を行う可視化技術や豊富な検査計測技術と融合

させることにより従来にないレーザクリーニング

装置を目指していく。
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図 3　「レーザクリア 20」によるアルミニウム 

酸化皮膜の除去　　　　　　　　
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